
　県内軟式野球チームの№１を決める第34回県軟式野球選手権

大会は10月26日８時30分から長崎市営大橋球場で行なわれた開

会式で幕を開けた。昨年優勝の親和銀行、準優勝の有明町クラ

ブ、奈良国体に出場した三菱重工長崎など17チームが県警音楽

隊の演奏するマーチにのって選手入場し、山本来人長崎新聞社

事業本部長が開会宣言。優勝、準優勝旗の返還のあと、渕上慎

太郎長崎新聞社常務が主催者代表あいさつ。選手を代表して親

和銀行の古川一彦主将が選手宣誓を行なって、９時半から大橋

球場での親和銀行－奈良尾クラブを皮切りに熱戦が始まった。
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　中興化成は二回、四球を間に岩本と末永の二塁打で同点としたあたり0 ⑨
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続いて２年連続５回目の出場もデビュー年に続いて２度目の初戦敗退。
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ンドラン気味の内野ゴロでいずれも本塁に迎え入れ突き放した。
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を進めながら攻守に阻まれたり暴走で還せずじまいだった。

親銀が県選手権で初戦敗退するのは13回の出場で第１回目の

39年14回大会以来二度目のこと。

【中　興】 打 安 点 【二回戦】◇大橋◇　 振球
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⑦ 尾 野 3
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　対する親和銀行は５安打を放ち毎回のように得点圏に走者 24 5 0

なった。奈良尾の安打はこの１本だけ。
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出た鼻崎を三塁に置いて宮崎が中前にタイムリーし、これが 1 高 藤 0 0
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(昭和59年10月27日付けの長崎新聞より抜粋)
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工では初戦突破できなかったのもやむなしか。 ⑨ 峰 2 0 0

⑤4 江 越 1 1 4
　箱崎クラブは壱岐代表として県選手権初出場。初戦の相手が三菱重

① 大 村 2 2

岩 崎 1 0 0

試合を決めた。国体では千葉銀行に３－２勝利し、二回戦で敗退。 2 松 尾 0 0 0

② 奥 薗 1 0 0
らに２四球で満塁とし江越が左前打。これを左翼手が後逸して一掃し 16 1 0 Ｈ

本 多 0 0 1
三回。一死後に四球と二盗の桜木が井上の右前打でかえり２点目。さ
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⑧ 竹 下 1 0 0 ⑥

0 H3 井 手 0 0 0

③ 川 上 2 0 0

【評】奈良国体出場の三菱重工長崎は、二回に１点を先取して迎えた ② 加 藤 2 0
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点

③6 深 見 2 1 0 ⑧ 前 田 3 2

20 2 2

【箱　崎】 打 安 点 【三　菱】 打 安

① 高 木 2 0 0 ⑥
が島原単独代表として２年連続２度目の県選手権も片目が開かない。23 3 1

0 0 0
３年目。県選手権常連の有明町クラブが南高代表で連続出場してい

0 0中 田 2

1 0 0

Ｈ 平 山 1 0 0 7 津 田

0 0

② 池 田 0 0 0 無死一､二塁の好機もモノにできずに終った。島原･南高が分離して H 金 丸
浜 村 1④ 石 山 2 1

⑨ 下 田 3 1 0 ②
　安中は二回に下田と石山の長短打で１点を返したのみで、五回の1 ⑦

1 0 0
されて２点の先行を許した。結局これが命取りとなった。
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鼻 崎 3

⑥ 橋 本 3 0 0 高木は糸瀬と鼻崎に連続四球を与えた後に、平田から右中間二塁打 ① 平 田
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0
【評】立ち上がり死球走者を併殺で二死としたのも束の間、安中の 0 03 0

 １時間20分 【奈良尾】 打 安 点

⑦ 大 町 信 3 0 0
球犠盗残失併【安　中】 打 安 点 【二回戦】◇大橋◇　 振

Ｈ 石 口 1 0 0

22 3 1

0

二走の岩永が一気に還り３点目 ⑧ 田 村 1 0 0

遊ゴロを一塁悪送球する間に、 4

0

６回表、佐々クラブ二死二塁で ④ 高 谷 1 0 0

Ｈ 江 頭 1 0
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古 賀 1 1

0
年ぶり２度目の県選手権だったが、まだ白星がない。 ⑦ 陣 野 2 0 0

　森山町は､諫早･北高が分離する前年の53年第28回大会以来６
⑥1 黒 田

0

⑨ 早 田 光 3 0 0

2

力投を見せ、２年連続２度目の出場で２勝目を挙げた立役者。 ①3 早 田 一 3 0

⑤
佐々の草積投手を立ち直らせてしまった。草積は10三振を奪う ③6 早 田 吉 1 1

0 0

2
金 集

3 0 ② 広 瀬
岩 永⑤
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森 山 町 ク ラ ブ  100 000 0 1 10 3 2

② 四 ツ 橋 2 0
は二回一死後に黒田が三塁打を放ちながら陣野のスクイズは捕 【森山町】 打 安

0
前に落ちて三本間に挟殺。勝ち越し機を逸してからは元気なく

③ 久 家 1
前 田 2

点

0 0

失併
0
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⑦

【二回戦】◇大橋◇　 振球犠
06 0

3 0 0

や相手守備陣の乱れに乗じて着実に加点したのに対し、森山町 15 3 1

【評】立ち上がり仲良く１点ずつを挙げた両軍。佐々がボーク

【三】黒田　【二】草積　　　１時間31分 ⑨ 鴨 川 3 0 0

④ 1 0

0 5

0

佐 々 ク ラ ブ

0

① 草 積 3 2 1

⑧ 西 山

わかるように投手力難が敗因で県選手権デビュー戦はほろ苦い敗戦。
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0
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木 寺
盗残
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5
三塁線を破られ中庭には右翼線に落とされて２点を奪われ万事休した。

① 佐 々 木 2 1 0
白山は先発の佐々木が立ち上がり３長短打で３点を奪われたのをみても98 石 橋

1 0 0

⑨1平 田 2 0 1 21 6

新 高 2

⑦ 大 賀 3 1 0 ーフしていた平田が先頭打者の江崎を歩かせたのをきっかけに、樋口に ⑦ 尾 島

1
【評】せっかく同点に追いついた白山だったが、その裏に五回からリリ 0 0② 永 田 3 0 0 ⑥

2 1 ④ 中 庭 3 2
福 海 3 0 1 ①9

【三】大賀　【二】松永､口石､藤田､江崎､中庭
⑥ 松 永 3

③ 久 富 2 0 0

樋 口 3 1 1
3 2 0 3 3 1⑤ 柴 戸 3 1 0 大村球友クラブ  300 002 X 5 1

Ｈ 田 原 1 0 2 1

1 2
白 山 ク ラ ブ  002 001 0 3 3 2 0 1 7

藤 田 3
0 1  １時間39分0

③

⑤ 江 崎
⑧1伊 東 3 1 0 ⑨1

0 0
【二回戦】◇大橋◇　 振球犠盗残失併

1

1 0

Ｈ 山 本 1 0 0 ⑧ 田 中 2

安 点

④ 岡 3 0 0 ② 口 石 3
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【白　山】 打 安 点 【大　村】 打
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　大会二日目の10月27日は大橋球場で準々決勝４試合 ラブが勝利。第３試合は優勝候補筆頭の三菱重工長崎

が行なわれた。第１試合は一回戦で優勝候補の親和銀 が前年準優勝の有明町クラブを６－０と圧勝。第４試

行を破って波に乗る奈良尾クラブが長崎無線局と対戦 合は１－１で七回終了し一死満塁制の八回に池島鉱業

したが投手戦の末、長崎無線局に凱歌。第２試合は投 所が富江クラブを突き放した。

手陣の乱調で大村球友クラブが自滅した格好で佐々ク

打 安 点 【準々決勝】　 振球犠盗残失併  １時間18分 打 安 点

④ 2 0 0 2 1 0 1 3 0 0 【二】平田 ⑧ 3 2 1

⑧ 2 0 0 1 3 1 3 2 1 1 　　　田村 ② 2 0 0

8 1 0 0 【評】奈良尾･平田、長崎無線･大石の投げ合いとなったが二度のチャン ③ 3 0 0

⑨ 3 0 0 スを確実に得点に結びつけた無線が勝利した。 ⑥ 2 0 0

③ 3 0 0 　両軍ともに２安打と好機の少ない試合。０－１と先取された三回の長 ① 1 0 0

① 3 1 0 崎無線は二死から四球の西村が二盗し田村の右翼線二塁打で同点。四回 ⑤ 2 0 1

⑦ 3 0 0 には四球の岩井が送りバントと盗塁で三進。永江の遊ゴロが高くはね上 ⑨ 2 0 0

② 3 0 0 がる間に生還して勝ち越した。 ④ 2 0 0

⑤ 2 1 1 　奈良尾は二回に２安打で先取点を挙げたものの三回以降は一人の走者 ⑦ 1 0 0

⑥ 2 0 0 も出せずじまいで、３年ぶり７度目の出場は４強を前に消えた。 18 2 2

24 2 1
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浜 村 春 西 村

糸 瀬 岩 井

鼻 崎 大 石

平 田 永 江

松 尾 奈 良 尾 ク ラ ブ  010 000 0 1

浜 村 修 池 田
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(昭和59年10月28日付けの長崎新聞より抜粋)

【奈良尾】 【無線局】

田 村

森 長崎無線電報局  001 100 X 2 冨 高

　その美クラブは強豪ひしめく佐世保地区からの初出場だったが苦敗。
21 4 1

下 山 2 0 023 3

0

1 0 0

1 ⑤
川 崎 12

②

たその裏に一気に４点を奪ってサヨナラ勝ちした。 ⑨ 山 本 3 1

木 原 3

0 0

0 0

0

林 正後も押し気味に試合を進め、延長戦の八回一死満塁制でも３点を先取され ④ 高 垣 2
中 田 2 0

0 ⑧ 野 中
11

1 0 ⑨4

【評】四回まで１安打に抑えられ、１点先制された五回一死後に６番野中 ⑤ 松 尾 3

の左翼越えランニング本塁打の一発で息を吹き返した池島鉱業所が、その
⑧

② 馬 場 2 0

0

1 ③ 竹 口 2 0 03 0

2 0

2 1 1

030 ①9 林 達

0
池 島 鉱 業 所  000 010 04x 5 2 4 2

1 1 小 山 3 0 0

⑦ 鹿 毛 3 1 0 ④1

打 安 打

1 5 2 0 【二】野中
⑥

林 田 2

溝 口
　　　　　　　(延長８回は一死満塁制) ③ 山 口

1

安

0 ⑥ 戸 高 3 0

点

そ の 美 ク ラ ブ  000 010 03 4 2 6

残失

1
次いで３度目の県選手権も初勝利が挙げられない。

24 3 0

【二回戦】◇三菱◇　 振球犠盗
① 斉 藤 2 0 0 ⑦8 0 0  １時間53分

点 【池　島】併 【その美】

1 0 0

H2 佐 藤 隆 1 0 0 17 3

0 0

④ 滝 川 之 1 0 0 　田川スラッガーズは大村・東彼地区最後の代表で53年初出場。56年に ⑨ 松 脇
福 島 1⑧ 粒 崎 2 0

① 金 谷 2 0 0 ⑧
から四回まで８連続三振を奪う安定した投球で田川打線を沈黙させた。0 ④

③ 松 倉 2 2 0
た。平山は左腕から伸びのある直球と落差のあるカーブを織り交ぜ二回

0 0田 中 2

② 片 町 2 0 0

⑦ 和 田 3 0 0

②4滝 川 男 3 0 0 寄せ付けず三回に石井の三塁強襲安打で挙げた１点を守り切って快勝し

③ 本 下 3 0 0 ①

⑦ 松 下 2 0 0
【評】富江のエース平山が13三振を奪う力投で田川スラッガーズ打線を 平 山 2 0 0

0 1 0 0 【二】松倉
⑨ 立 山 3 1 0

福 山 2 0 0
富 江 ク ラ ブ  001 000 X 1 0 2 1

⑥ 二 瀬 3 1 0 ⑤
0 3 0 1  １時間６分 ⑥田川スラッガーズ  000 000 0 0 13 0 0

併 【富　江】 打 安 点

⑤ 堤 3 1 0
振球犠盗残失

富江

【田　川】 打 安 点 【二回戦】◇三菱◇　
石 井 3 1 1

2 0 0

17 1 1 18 9 8
　初出場の峰は敵失や安打で三進し島居がスクイズの先制もむなし。

1 0

② 堀 2 0 0 ５安打で４点を加える猛攻で大勝した。 ② 前 田
菅 2⑦ 小 西 2 0

⑧ 中 村 和 0 0 0 ⑤
し、さらに宇土の適時打に２本のスクイズで一気に４点。五回にも0 ⑨

⑧ 吉 田 2 1 2
回の有明町は松本と金子が安打と四球で一二塁。高見が左に同点打

1 2竹 之 内 2

⑦ 本 田 0 0 1

①5島 居 1 0 1

③ 永 留 秋 2 0 0 イターズをあっさり五回コールドで退けた。１点の先取を許した四

⑨ 中 村 國 2 1 0 ①

④ 松 村 利 2 0 0

2 1 0
有 明 町 ク ラ ブ  000 44x 8 3 4 3 2

0 0 ④ 金 子
2 松 本 000 10 1 1 1 1 1

③ 高 見

【有明町】 打 安 点

3 2 1
【評】昨年度準優勝の有明町クラブ打線が四､五回に爆発し､峰ファ 宇 土 2 2 2

3 2 0 【二】竹之内

⑤1永 留 五 2 0 0 峰ファイターズ
球犠盗残失併

第34回(S.59年)③

【　峰　】 打 安 点 【二回戦】◇三菱◇(５回コールド)　振
3 1 0

⑥ 松 村 征 2
1 1  １時間14分 ⑥



打 安 点 打 安 点

⑥ 3 0 0 ⑧ 3 0 0

⑤ 2 1 0 【準々決勝】　  １時間23分 振球犠盗残失併 ⑨4 2 0 0

① 3 2 1 5 10 1 1 9 0 0 ②1 2 0 0

⑦ 2 0 0 6 0 0 0 0 0 1 ⑤15 2 1 0

⑧ 3 1 3 ①5 2 0 0

③ 2 1 1 【評】球友クの先発・辻崎の乱調が試合を決めた。初回３死四球 2 0 0 0

② 2 1 0 で満塁にした後、西山に三塁打を浴びて３点献上。続く岩永にも ⑦ 2 1 1

⑨ 4 1 1 死球を与えて交代もやむを得まい。代わった樋口もウォーミング ③ 2 0 0

④ 3 0 0 アップ不足から制球難。四球と安打で再び満塁とし暴投。球友の ⑥ 2 0 0

24 7 6 守備陣も成すすべ無しといったところ。 ④ 1 0 0

　攻撃にも影響したのか打線は草積投手の前に沈黙。シュートに 9 1 0 0

手こずり二回に樋口と尾島の長短打で１点返すのが精一杯だった。 19 2 1

打 安 点 打 安 点

⑦ 3 0 0 ② 3 0 0

【準々決勝】　  １時間24分 振球犠盗残失併 ④1 3 0 0 3 0 0

6 0 1 0 3 0 1 ③ 3 1 0 ⑦ 3 1 0

0 2 1 0 3 2 0 ⑥ 3 1 0 ① 2 1 0

①9 2 0 0 ⑨ 2 0 0

【評】実力伯仲の好ゲームは粘りに勝る池島鉱業所に軍配が上が ⑧ 3 0 0 ③ 1 1 1

った。富江クラブのエース平山をいかに攻略するかがポイントだ ⑨4 3 2 0 5 2 1 0

った。０－１でリードされた四回の池島は先頭の戸高が左翼線二 ② 3 0 0 ⑧ 2 0 0

塁打。続く林は三塁線に送りバント、平山がダッシュよく処理し ⑤ 2 1 0 ⑥ 2 0 0

たかに見えたがタマが手につかず三塁へ悪投し同点となった。池 25 5 0 2 0 0

島の〝揺さぶり〟が功を奏したといえよう。勢いづいた池島は、 22 4 1

前日に続く八回一死満塁制で一気に３点を奪って試合を決めた。

　富江は二回に四球の平山を松倉の二塁打でかえし先取点を挙げたが、その後は池島の堅い守りに

反撃を断たれた。しかし富江クラブは44年第19回大会に初出場し､10年間は球友会やビクトリー(と

もに５回)の後塵を拝していたが、55年と57年に続き４度目の出場で初の１勝を挙げた。

第34回(S.59年)④

下 山 福 島 耕

④34 松 脇

野 中 松 倉

中 田 福 島 秀

川 崎 田 中

平 山

(延長８回一死満塁制)　【二】戸高､中田､松倉 林 田 橋

富 江 ク ラ ブ  010 000 01 2 戸 高

小 山 石 井

林 田 ⑤43 福 山

池 島 鉱 業 所  000 100 03 4 竹 口 竹 下

んだ一死二三塁の好機を逃がしたのは惜しまれるが、出

した走者が３人だけでは勝ち目は薄かった。

３回表、三菱無死二塁に川上の

左前打で井上が生還し４点目。

【池　島】 【富　江】

21 1 0

の内野安打１本だけ。三回に連続四死球とバントでつか

　有明は三菱･有田の伸びのある直球を打ちあぐね､高見 28 9 5

0 ④2 前 田 浩 1 0 0

9 酒 井 1 0 0
利を不動にした。 H9 峰 1 0

菅 0 0 0
上､宇都の３二塁打と相手内野手の乱れで３点を追加､勝

④ 江 越 2 0 0

① 有 田 2 1 0 ⑨

②1 宇 土
3 0

0 ⑤ 竹 之 内 2 0 0

Ｈ 前 田 健 1 0 0

　初回の三菱は有明･金子の立ち上がりを攻め、前田､川 ② 奥 薗 2 0

吉 田 2 0 0
もエース有田が有明町クラブ打線を１安打に封じ込めた｡ ③ 井 手 2 0 0

0 3
3 1 0 ①4 金 子 3

0
【評】三菱重工長崎の長打攻勢が初回から爆発。守って

4 桜 木 1 0 0 ⑧

3 0 0

⑨ 宇 都 3 1 1 ⑦ 本 田
【三】有田【二】前田､本多､井上２､川上､宇都 ⑤ 川 上 4 2 2

0
三 菱 重 工 長 崎  203 000 1 6 1 2 2 2 5 0

1 0 ⑥ 松 本 2 0

1 04 3 2 ③ 高 見 3

0 0
有 明 町 ク ラ ブ  000 000 0 0 8 2 1

安 点 【有明町】 打 安 点盗残失併 【三　菱】 打

⑧ 前 田 4
0

前 田 新 高

園 田

木 村

【準々決勝】　  １時間21分 振球犠

⑥ 本 多
2 0 ⑦ 井 上

岩 永 亀 野

広 瀬 尾 島

鴨 川 久 富

樋 口

西 山 (６回コールド)　【三】西山､樋口【二】松田､草積２ 辻 崎

木 寺 大村球友クラブ  010 000 1

松 田 中 原

草 積 佐 々 ク ラ ブ  500 111 8 藤 田

第34回(S.59年)④

【佐　々】 【大　村】

竹 久 田 中



　大会最終日の28日は準決勝、決勝の３試合があり、 投手陣に浴びせて７－１で圧勝。奈良国体出場の貫禄

三菱重工長崎が７年ぶり９回目の優勝を飾った。決勝 を見せた。

戦は奥薗のサイクル安打を含む14安打を長崎無線局の

打 安 点 【準決勝】　 振球犠盗残失併  １時間３分 打 安 点

⑥ 2 0 0 3 1 0 0 3 2 0 【二】岩井､折元　 ⑧ 2 0 0

⑤ 3 0 0 0 5 4 3 4 0 0 　　　木寺 ② 3 0 0

① 3 0 0 【評】両軍投手の出来が勝負を決めた。佐々クラブのエース草積は連投 ③ 3 0 1

⑦ 2 1 0 疲れからか球威、制球力ともに精彩を欠き四死球を連発。走者がたまっ ⑥ 3 2 0

⑧ 2 2 0 たところで安打される悪循環。五回には死球走者からはじまり送りバン ① 0 0 0

③ 2 0 0 ト処理を連続ミス。無安打で３点を献上した。 9 0 0 0

3 0 0 0 　長崎無線の先発・大石は制球が良く安定した内容。五回無死から連続 ⑤ 3 0 2

② 2 0 0 長短打で一三塁のピンチを招いたが巧みな配球で後続を打ち取った。 ⑨1 2 1 1

⑨ 2 0 0 　安打数は佐々３、無線４と打線は互角だったが守備力の差ははっきり。 ④ 1 0 0

④ 2 0 0 要所でのミスが得点差となって表れた。 Ｈ 0 0 0

20 3 0 　佐々クラブは前年が選手権初出場で初戦突破のベスト８。二度目の出 ⑦ 1 1 1

場で２勝を挙げてのベスト４入りはお見事。 18 4 5

打 安 点 打 安 点

⑦ 3 1 1 ⑧ 2 1 0

① 3 1 0 ④ 1 0 0

【準決勝】　 振球犠盗残失併  １時間５分 ③ 3 0 0 ⑦ 3 0 1

1 1 2 0 2 3 0 【本】井手　 ⑥ 2 0 0 ① 3 2 2

1 3 3 5 0 0 0 【二】林田､小山 ⑨ 2 1 0 ⑨ 0 0 1

【評】六回に三菱重工打線が爆発した。四死球と機動力を絡めた攻撃で ⑧ 2 0 0 Ｒ 0 0 0

三菱は四回までに３点を奪ったものの安打はわずかに１本。池島エース ④ 2 1 0 ③ 3 1 3

の林田攻略にやや手こずった感が見えた。しかし六回に前田の中前打を ② 0 0 0 ② 2 0 0

足場に犠打失と盗塁で一死二三塁。４番川上が中前に弾き返して２点。 2 0 0 0 ⑤ 2 0 0

さらに宇都が四球後に井手が真ん中高目の直球を強振、高々と左翼席に ⑤ 1 0 0 ⑥ 2 0 0

３点本塁打を叩き込んでコールド勝ちを決めた 18 4 1 18 4 7

　池島も三菱と同数の４安打を放ちながら得点は１。川上投手のうまみのある配球にうまく要所を締められた。

 ○…池島鉱業所は45年第20回大会が初出場。それまでの 目の出場となる。選手権初勝利は５回目の49年。２勝目

 西彼代表といえば高島鉱が常連で、端島鉱が時々顔をだ が８回目の54年。そして10回目に２個の白星を勝ち取っ

 すぐらいだった。ところが石炭不況により相次ぐ閉山で て初のベスト４に輝いた。その後、選手権に登場したの

 角力灘に浮かぶ池島鉱業所が最後のヤマとなってしまっ は63年と平成２年の計12回。そして平成13年11月に県内

 た。初出場の20回大会から34回大会まで15回のうち10回 で最後のヤマの灯が消えた。

(松浦)御厨クラブ (東彼)東彼杵町役場 (西彼)池島鉱業所

(南高)有明町ク (北高)小長井ク (上五島)ブローズ　 (南高)有明ｸ (北高)小長井ｸ (県北)全田平(上五島)上五島ｸ

14チーム参加 (壱岐)ユニオンズ　　 17チーム参加

専売関東工場(栃木) ㈱千葉銀行(千葉)

士別市役所(北海道)

(長崎)一松製版社 (佐世保)九電相浦 (諫早)球友会 (大村) (長崎)機関区 (佐世保)市水道局 (諫早)九電 (大村)球友

市役所 (島原)市役所 (平戸)島ｸ (松浦)肥前ｸ (福江)ﾊﾞｸﾃﾘｱ (島原)健友ｸ (平戸)白山ｸ (福江)五友会 (松浦)市役所

(東彼)鴻ﾉ巣ｸ (西彼)電源開発 (南高)口ノ津ﾔﾝｶﾞｰｽ (北高)　 (東彼)東芝セラﾐｯｸｽ (西彼)大瀬戸ｸ (南高)小浜町ｸ　

轟ク (県北)全江迎 (上五島)奈良尾漁船団 14チーム参加 (北高)飯盛ｸ (県北)全田平 (上五島)九電   14チーム参加

第34回(S.59年)⑤

【二】 〃 1-2

第６回西日本１部・県予選（4/7～･大村） 第６回西日本２部・県予選（4/7～･諫早）

(平戸)平戸ｸ (松浦)御厨ｸ (東彼)田川ｽﾗｯｶﾞｰ (西彼)池島鉱 

天皇賜杯第39回全日本軟式野球大会　9/14～･福井県 第39回国民体育大会　10/13～･奈良県

【一】 三 菱 重 工 長 崎 0-1 【一】 三 菱 重 工 長 崎 3-2

昭和59年に開催された県大会、九州大会、全国大会の結果　①

天皇賜杯第39回全日本・県予選（7/15～福江） 第39回奈良国体・県予選（6/9～佐世保)

(長崎)日野自動車､三菱重工 (佐世保)親和銀行 (諫早)九電 (長崎)三菱重工､長工クラブ (佐世保)親和銀行､海自造修所

(大村)中村クラブ (島原)市役所 (福江)ビクトリー､三球会 (諫早)長崎無線 (大村)中村ク (島原)市役所 (福江)ﾋﾞｸﾄﾘｰ

川 崎 奥 薗

林 正 江 越

下 山 本 多

 000 001 1 戸 高

野 中 峰

中 田 井 手

(６回コールド) 竹 口 井 上

川 上

三 菱 重 工 長 崎  110 105x 8 林 達 宇 都

池 島 鉱 業 所

西 村

【池　島】 【三　菱】

小 山 前 田

林 田 桜 木

広 瀬 折 元

鴨 川 入 江

前 田 神 村

西 山 大 石

岩 永 浜 崎

久 家 永 江

冨 高

草 積 池 田

木 寺 岩 井

松 田 長崎無線電報局  010 231x 7

【佐　々】 (６回コールド) 【無線局】

竹 久 佐 々 ク ラ ブ  000 000 0 田 村

第34回(S.59年)⑤

(昭和59年10月29日付けの長崎新聞より抜粋)



打 安 点 打 安 点

⑧ 5 1 1 ⑧ 2 0 0

④ 4 1 0 ② 4 0 0

H4 1 1 0 ③ 3 0 0

 １時間54分 振球犠盗残失併 ⑦ 5 1 0 Ｈ 1 0 0

3 4 2 8 9 1 0 ⑤ 4 2 1 ⑥ 3 1 0

7 2 0 1 2 0 1 ⑨ 4 0 0 ① 3 1 0

Ｈ 0 0 1 4 0 0 0

【評】投攻守すべての歯車がかみ合った三菱重工長崎が 9 0 0 0 ⑤ 3 0 1

長崎無線局を圧倒し県№１の座を獲得した。 ③ 4 2 1 ⑨41 3 0 0

　１－１の同点で迎えた三回の三菱は一死後に川上が遊 ② 5 5 3 ④ 2 0 0

内野安打。二死後に井手の安打で一二塁に奥薗の中越え ① 4 0 0 H9 1 0 0

三塁打で二者生還し勝ち越し。六回には奥薗が左越え本 ⑥ 2 1 0 ⑦ 3 0 0

塁打で加点し、九回に江越と井上の長短打で無死二三塁 38 14 7 28 2 1

としたところで無線の先発大石をＫＯ。代わった折元か
ら川上の左前打と松尾の左犠飛で２点。二死二塁で奥薗
がこの試合５本目、サイクル安打を記録する左越え二塁
打を放って６点差をつけた。
　これに対し長崎無線局は三菱・有田のペースにはまっ
た形。二回に球がやや高めに浮いたところを連打で同点
としたが以後はさっぱり。九回無死一塁の好機も併殺に
うちとられ得点に結び付けなかった。
　それにしても三菱の打力と機動力は素晴らしい。相手
投手の球威を見極め、球を引き付けて強振、安打のほと
んどがライナー性だった。盗塁も８個で出塁するとすか
さず次塁を狙う積極野球が今大会は際立っていた。

 三菱重工長崎の宇都正博選手兼監督代行の話
 　今季最高の大会だった。エースの有田はじめ全選手がよくや

 　ってくれた。長打あり機動力ありで力をすべて出せたと思う。

鳥取銀行(開催地) 正規クラブ(京都)

専売地方局(福島)

川鉄コーラルズ(兵庫)

五大化学(山口)

鷺宮製作所(埼玉)

第34回(S.59年)⑥

高松宮賜杯１部全日本 8/18～新潟 九州ブロック(鹿児島)で敗退

【一】

【決】 0-1

【二】 3-0
【準】 4-0

4-0

1

中 村 ク ラ ブ (大　村) 諫 早 信 用 金 庫 (諫　早) 3 島 原 市 役 所 (島　原)

(壱　岐) 1

2

2 勝 本 北 星 (壱　岐) 4

0 三 菱 重 工 長 崎 (長　崎) 1 0

全 江 迎 (県　北) オ ー ル 那 賀

(佐世保) 3 0

田川スラッガーズ (東　彼) パ ジ ャ ー ズ (上五島) 4

3

有 川 町 役 場 (上五島) 松 浦 市 役 所 (松　浦) 0 0 九 電 相 浦

(福　江) 2 4 上 五 島 ク ラ ブ (南松浦) 7

2 球 友 ク ラ ブ (大　村) 0 1

崎 山 ク ラ ブ (福　江) 美 郎 ク ラ ブ

(東彼杵) 1 0

千 住 ク ラ ブ (諫　早) 全下本山クラブ (佐世保) 5

0

長 崎 県 経 済 連 (長　崎) 安 中 ク ラ ブ (島　原) 0 5 田川スラッガーズ

(南　高) 4 13 福 江 ク ラ ブ (福　江) 0

6 全 田 平 (北松浦) 0 1

電 源 開 発 (西　彼) 小 浜 町 ク ラ ブ

(諫　早) 5 3

勝 本 北 星 (壱　岐) 九州電力発電所 (大　村) 1

7

そ の 美 ク ラ ブ (佐世保) 森 山 町 (北　高) 0 1 長崎無線電報局

(西　彼) 2 2 平 戸 ク ラ ブ (平　戸) 3

4 御 厨 ク ラ ブ (松　浦) 5 6

轟 ク ラ ブ (北　高) 外 海 ク ラ ブ

(対　馬) 1 0

島 ク ラ ブ (平　戸) 白 山 ク ラ ブ (平　戸) 8

1

口ノ津ヤンガーズ (南　高) 波佐見宿クラブ (東　彼) 1 8 ニ ュ ー 北 斗

(長　崎) 4 0 電 源 開 発 (西彼杵) 4

1 小 浜 町 ク ラ ブ (南高来) 2 6

菊 池 病 院 (松　浦) 長 崎 市 水 道 局

轟 ク ラ ブ (北高来) 1

ニ ュ ー 北 斗 (対　馬) 豊 玉 コ メ ッ ツ (対　馬) 5

温 泉 病 院 (島　原) 吉 井 ク ラ ブ (県　北) 9

高松宮賜杯第28回１部･県予選 高松宮賜杯第28回２部･県予選 第36回長崎県民体育大会

6/2～・大村 6/3～・東彼杵 11/3～・佐世保

昭和59年に開催された県大会、九州大会、全国大会の結果　②

第６回西日本軟式野球大会〈１部〉 6/2～･鳥取県 第６回西日本軟式野球大会〈２部〉 5/20～･奈良県

【一】 鴻ノ巣クラブ 1-4 【一】 佐世保市水道局 2-3

有 田 天 達

本 多 西 村

６回表、三菱無死、奥薗が左越えに

ソロ本塁打して４点目のホームイン

峰 永 江

井 手 折 元

奥 薗 入 江

大 石

【本】奥薗　【三】奥薗　【二】井上､奥薗 松 尾 神 野

長崎無線電報局  ０１０ ０００ ０００ 1 宇 都

江 越 池 田

【決勝戦】　 井 上 新 屋 敷

三 菱 重 工 長 崎  ０１２ ００１ ００３ 7 川 上 岩 井

【三　菱】 【無線局】

前 田 田 村

桜 木 冨 高

第34回(S.59年)⑥


